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第１４３回 役 員 会  議 事 要 録 

 

日    時   平成 23 年１月 12日（水）14：00～ 

場    所   事務局会議室（５階） 

出 席 者    学 長  相良学長 

理 事  櫻井総務担当理事、深見教育担当理事、小槻研究担当理事、渡邉財務担

当理事 

   監 事  益田監事、大﨑監事 

 

陪 席 者      総務部長、財務部長、研究協力部長、学務部長、医学部・病院事務部長、総務課長、

学務課長、総務管理課長、学長事務総括本部付課長、法人企画課長 

 

〔配付資料〕 

資料 1  教員の採用等に係る候補者一覧（戦略的管理人員） 

資料 2  大学教員人事案 

資料 3  教員の採用等に係る候補者一覧 

資料 4-1 医員（レジデント・指導医・病院助教・研修医）の待遇改善及びコメディカルスタッ 

フ等の常勤化について 

    4-2 医員（レジデント・指導医・病院助教・研修医）の待遇改善について 

   4-3 コメディカルスタッフ等の常勤化について 

   4-4 支給額試算表 

資料 5  再任教員一覧 

資料 6-1 平成 22年度高知大学研究顕彰制度 研究功績者賞、若手教員研究優秀賞、大学院生 

研究奨励賞の選考日程等 

   6-2 平成 22年度高知大学研究顕彰制度 研究功績者賞、若手教員研究優秀賞、大学院生 

研究奨励賞の受賞者 

資料 7  平成 23年度国立大学法人運営費交付金予定額の主な内容 外 

資料 8  平成 22年度資金運用状況 

 

議事に先立ち、第 142 回役員会議事要録の確認が行われ、承認された。 

 

議事 

〔審議事項〕 

１．戦略的管理人員枠による採用・昇任人事について 

学長から、資料１に基づき、平成 22年７月 15日開催の第 133回役員会において承認された戦

略的管理人員枠による人事案について説明が行われた後、櫻井理事より補足説明が行われ、審議

の結果、承認された。 

 

２．大学教員人事案について 

櫻井理事から、資料２に基づき、平成 22 年 11月 15 日開催の第９回全学教育機構会議より発議

され、平成 22年 11 月 26日開催の第 11回全学教員人事審議会において確認後、平成 22年 12 月

20 日開催の第９回教育研究部会議において研究上の要求のマージを行い、平成 22 年 12 月 27 日

開催の第 13回全学教員人事審議会で審議承認された大学教員人事案について説明が行われ、審議



 2 

の結果、承認された。 

なお、櫻井理事から、本件は平成 22年７月 27日開催の第 134回役員会で承認された「退職職

員補充の凍結について」には該当しない人事案である旨の説明が行われた。 

 

３．大学教員の採用・昇任人事について 

櫻井理事から、資料３に基づき、国立大学法人高知大学教員人事の実施要項により手続きが進

められ、全学教員人事審議会にて了承された教員人事について説明が行われ、審議の結果、資料

の誤記を訂正の上承認された。 

 

４．医員（レジデント・指導医・病院助教・研修医）の待遇改善及びコメディカルスタッフ等の常

勤化について 

学長から、本件提案の背景について説明が行われた後、渡邉理事から、資料４-１～４-４に基

づき、医員（レジデント・指導医・病院助教・研修医）の待遇改善及びコメディカルスタッフ等

の常勤化について説明が行われ、審議の結果、承認された。 

 

〔報告事項〕 

１．大学教員の再任について 

櫻井理事から、資料５に基づき、高知大学における教員の任期に関する規則により任期を定め

て採用している教員について、部局の審査で再任可となった者を再任することとなった旨の報告

が行われた。 

 

２．高知大学研究顕彰制度（研究功績者賞、若手教員研究優秀賞、大学院生研究奨励賞）の選考結

果について 

小槻理事から、資料６-１、６-２に基づき、平成 22年度の高知大学研究顕彰制度の選考経過及

び各賞受賞者、受賞理由等の選考結果について報告が行われた。 

 

３．平成 23年度予算の内示について 

渡邉理事から、資料７に基づき、文部科学省から内示があった平成 23年度予算について、国立

大学法人全般の概要及び本学分の内示内訳について報告が行われた。 

 

４．資金運用状況について 

財務部長から、資料８に基づき、資金運用状況について報告が行われた。 

 

５．その他 

・深見理事から、平成 23年度から平成 31 年度までの医学部医学科入学定員の３名増について、

文部科学省より平成 22年 12月 24日付けで承認された旨の報告が行われた。 

 

以 上 

 


